
【露頭観察結果】
暗灰色シルト層

・ 褐灰色シルト層を覆って分布する。境界面はほぼ水平で
あり，境界付近に径0.2～0.5cm程度の腐植物を多く含む。

・ 暗灰色を呈する腐植混じりシルトからなり，炭質物，砂粒
子及び径2～10cm程度の安山岩亜円～亜角礫を少量含
む。指圧でわずかに跡が残る程度に締まっている。

褐灰色シルト層
・ 砂礫層を覆い，一部砂礫層と指交して分布する。
・ 褐灰色を呈する腐植混じりシルトからなり，炭質物，砂粒

子及び径0.5～12cm程度の安山岩亜円～亜角礫を少量
含む。一部にほぼ水平の葉理が認められる。指圧でわず
かに跡が残る程度に締まっている。

砂礫層
・ 径2～6cmの安山岩亜円～亜角礫を30～50%程度含み，

最大15cmの礫がわずかに混じる。基質はシルト混じり中
～粗粒砂からなり，暗灰黄～褐（2.5Y5/2～10YR4/6）を
呈する。炭質物を少量含み，指圧でわずかに跡が残る程
度に締まっている。

S-2・S-6
・ 南東側の安山岩（角礫質）と北西側の凝灰角礫岩の境

界に位置する。
・ 走向・傾斜N12°E/70°NW（走向は真北基準）で，幅15

～25cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～5cmの灰
色～灰白色を呈する粘土状破砕部からなる。

・14C年代値を踏まえると，岩盤上位に分布する砂礫層は，
約6千年前の堆積物であると判断される。

上載地層法に関連したその他のトレンチ－事務本館前トレンチ－スケッチ（展開図）

【 14C年代値（暦年補正） 】
・砂礫層最下部に含まれる木片の14C年代値（暦年補正）

5,970±40yBP 。

スケッチ（展開図）

暗灰色シルト層

褐灰色シルト層

砂礫層
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植生工

植生工

植生工

盛土

盛
土盛

土

凝
灰

角
礫

岩

凝
灰

角
礫

岩

凝灰角礫岩

S
-
2
・
S
-
6

暗
灰

色
シ

ル
ト

層

褐
灰

色
シ

ル
ト

層

砂
礫

層

暗
灰

色
シ

ル
ト

層

褐
灰

色
シ

ル
ト

層

砂
礫

層

S-2・S-6

＜南面＞

＜
東

面
＞ ＜

西
面

＞

0 1.0m

14C年代値測定位置

5.3-3-10

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-3-10 再掲



底盤 拡大写真

←E W→←E W→

底盤 拡大写真
（破砕部等を加筆）

南面 拡大写真 南面 拡大写真
（破砕部等を加筆）←E W→←E W→

粘土状
破砕部

・岩盤直上を覆う砂礫層基底には，段差は認められない。
・主せん断面直上の砂礫層中には，せん断面は認められない。

上載地層法に関連したその他のトレンチ－事務本館前トレンチ－拡大写真

5.3-3-11

固結した
破砕部

固結した破砕部

粘土状破砕部

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-3-11 再掲
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5.3-3-13

(3) S-2・S-6周辺の地形等に関する検討
（今後の課題④(1)）



5.3-3-14

S-2・S-6周辺の地形等に関する検討（今後の課題④（1））

○有識者会合は，S-2・S-6の海側（西側）においてMIS5eの海成堆積物と考えられる地層が山側へ傾く範囲を確認することを「今後の課題④(1)」
として示している。

○S-2・S-6周辺は発電所建設時の改変により海成堆積物のほとんどが取り除かれていることから，S-2・S-6の活動による断層上盤側の変形の
有無を確認するため，S-2・S-6の海側（西側）の改変前の地形及び岩盤上面が山側へ傾く範囲について，確認を行った。

○S-2・S-6の海側（西側）の地形及び岩盤上面が山側に傾くのは，エリア５の局所的な範囲に限られ，その他のエリアでは山側への傾きは認め
られず，S-2・S-6に沿った全線で海側（西側）の地形及び岩盤上面の系統的な山側への傾きがないことを確認した。

位置図
（「北陸電力株式会社志賀原子力発電所の敷地内破砕帯の評価について（報告）平成２８年４月２７日原子力規制庁」に加筆）

断面図

第875回審査会合 資料1
P.406 一部修正

有識者会合が指摘した
地形及び岩盤上面の山側への傾き



5.3-3-15

S-2・S-6周辺の地形等に関する検討 －S-2・S-6付近の地形－

○S-2・S-6の海側（西側）の地形が山側に傾くのは，エリア５の局所的な範囲に限られ，その他のエリアでは山側への傾きは認められず，S-2・
S-6に沿った全線で海側（西側）の地形の系統的な山側への傾きがないことを確認した。

この図は，1961年の空中写真（北陸電力撮影，縮尺
15,000分の1）及び1985年の空中写真（北陸電力撮
影，縮尺8,000分の1）をもとに作成。

発電所建設以前の地形標高段彩図

エリア１－２エリア２
エリア３

エリア４
エリア５

エリア１－１

地形の
山側への傾き

断層（地表に投影）

第875回審査会合 資料1
P.407 一部修正



5.3-3-16岩盤上面標高段彩図
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エリア１－２

エリア２エリア３

エリア４

エリア１－１

エリア５

岩盤上面の
山側への傾き

○S-2・S-6の海側（西側）の岩盤上面が山側に傾くのは，エリア５の局所的な範囲に限られ，その他のエリアでは山側への傾きは認められず，
S-2・S-6に沿った全線で海側（西側）の岩盤上面の系統的な山側への傾きがないことを確認した。

この図は，岩盤上面標高データ（次頁）をもとに
作成した。断層（地表に投影）

S-2・S-6周辺の地形等に関する検討 －S-2・S-6付近の岩盤上面－
第875回審査会合 資料1

P.408 一部修正



5.3-3-17

この図は，1961年の空中写真（北陸電力撮影，縮尺
15,000分の1）及び1985年の空中写真（北陸電力撮
影，縮尺8,000分の1）をもとに作成した地形図（等高
線は1m間隔）に，空中写真判読及び既存ボーリング
の地質データ等に基づいた段丘面分布を示したもの。

断層（地表に投影）

ボーリング孔（２号機建設時）

ボーリング孔（１号機建設時）

No.1～No.3トレンチ

数字は岩盤上面の標高（m）

【岩盤上面標高データ】

ボーリング孔（２号機建設以降）

エリア５周辺の拡大図
0 20m

第875回審査会合 資料1
P.409 再掲



5.3-3-18

(4) 「凸状地形」に関する検討



位置図（エリア５）

0 100m

林 地

耕 地

山地斜面
4’

3’

4
2

No.1
No.2

No.3

1
3

2’
1’

断層（地表に投影)

断面線

鉛直ボーリング

トレンチ

斜めボーリング

「凸状地形」

地形断面図（H:V=1:5）

4 4’

耕地

MⅠ

No.3トレンチ

トレンチNo.2（投影）

3 3’MⅠ

林地 耕地

No.2トレンチ

No.1トレンチ

2 MⅠ

S-2・S-6
確認位置

S-2・S-6
確認位置

2’

1 1’

いずれのボーリング
コアにも断層は認め
られない

ボーリング

トレンチ（灰色は投影位置）

①

② ③

S-2・S-6は
認められない

5.3-3-19

MⅠ
中位段丘Ⅰ面

旧地形

S-2・S-6の位置
（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査ﾃﾞｰﾀ，ﾄﾚﾝﾁ調査ﾃﾞｰﾀに基づく）

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

○有識者会合は，S-2・S-6北部（エリア５）において，地形，岩盤上面ともにS-2・S-6付近より海側（西側）の方が高くなることを指摘しているが，
ボーリング調査の結果，西側を隆起させるような断層は認められない（次頁）。

〇また，「凸状地形」の頂部付近には，相対的に堅硬である安山岩（均質）が周辺よりもやや優勢に分布している（P.5.5-3-22, 5.3-3-23）ことから，
「凸状地形」は，波蝕台形成時における岩盤上面の起伏を反映した局所的なものと推定される（P.5.5-3-24, 5.3-3-25）。

有識者会合が指摘した西側の地形の高まり「凸状地形」

林地

「凸状地形」に関する検討

エリア５

S-2・S-6

S-2・S-6

S-2・S-6

第875回審査会合 資料1
P.410 一部修正



22

21

20

ボーリング

A’

A

②

③
①

凸状地形
A A’

投影断面図

ボーリング①
No.3トレンチ

・いずれのボーリング
コアにも断層は認め
られない。

No.3トレンチ

No.2トレンチ
No.1トレンチ

凸状地形

調査位置図

0 20m

○エリア５において，S-2・S-6の北方に西側が高い「凸状地形」が認められたことから， この基部において，西側を隆起させるような断層の
有無を確認するために，凸部の頂部付近から3本のボーリング調査を実施した。

○その結果，いずれのボーリングコアにも深部に断層は認められないことが確認された（次頁）。
○また，S-2・S-6はNo.1，No.2トレンチでは確認されるが，「凸状地形」が最も顕著に表れているNo.3トレンチにおいては確認されない。

A A’
右図断面位置

断層（地表に投影）

5.3-3-20

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」の深部における断層の有無－

No.3トレンチの露頭調査
結果は，P.5.3-3-26～29

第875回審査会合 資料1
P.411 再掲



【「凸状地形」の深部における断層の有無 ボーリングコア写真】

5.3-3-21

ボーリング①
コア写真（深度20～40m）
（S-2・S-6想定深度30m）

ボーリング②
コア写真（深度10～30m）
（S-2・S-6想定深度19m）

ボーリング③
コア写真（深度5～25m）
（S-2・S-6想定深度13m）

S-2・S-6想定延長位置

ボーリングコア全長の柱状図・コア写真については，P.5.3-3-30～39

※18.7～19.7m間はS-2・S-6の想定延長位置にあたり，割れ目
の詳細観察のため，コアの切断位置を変更した。

※

第875回審査会合 資料1
P.412 再掲



（参考）岩石試験一覧表※

※ 敷地全域のボーリングコア等による３岩種の平均物性値〔志賀原子力
発電所 原子炉設置変更許可申請書（２号原子炉の増設）参照〕

地質分布図
（基図は旧地形の段丘面分布図）

穴水累層 安山岩（均質）

穴水累層 安山岩（角礫質）・凝灰角礫岩

岩盤最上位の岩種
（赤丸箇所は岩盤上面が改変されているため，埋土・

盛土直下位の岩種を示す）

○このエリアの表層部については２号機建設工事の際に人工改変を受けている（一度掘削した後，埋土・盛土により現地盤に整地されている）こ
とから，岩盤上面の地質の状況を直接確認することはできないが，現状の地質の状況が分かる範囲で「凸状地形」の成因について検討するた
め，周辺で群列ボーリングを実施し，岩盤の性状について検討した。

○群列ボーリングの結果，「凸状地形」の頂部付近の浅層部は，相対的に堅硬である安山岩（均質）が周辺よりやや優勢に分布していることが確
認された（本頁に平面図，次頁に断面図を示す）。

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

「凸状地形」

B C

B’ C’

C-7.9

C-8.2

C-8.5

C-8.8

C-9.0-1’

C-9.0-1

C-9.1-1’

C-9.4-1

C-9.6

C-9.8-1

C-9.2-2
C-9.1-2

C-9.0-2

C-8.9-2
C-9’

C-9

C-8.8-2

C-8.5-2

C-8.1

C-9.4-2

C-9.2

C-9.1

C-9.1-1

• 安山岩（角礫質）及び
凝灰角礫岩は，ほぼ
同程度の硬さである。

• 穴水累層の３岩種の
うち，安山岩（均質）は
他の２岩種に比べて
硬質である。

２号機建設時に仮設ヤードとして地盤改良等を
行ったため，岩盤上面が削られている。

断層（地表に投影）

B B’
次頁断面位置

各ボーリングデータについては，P.5.3-3-40～49

C-9.11E

D-9.1-2
D-9

D-8

B-9-1

C-9.1-10E D-9.1E

D-9.1-1

5.3-3-22

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」の成因の検討－
第875回審査会合 資料1

P.413 再掲



地形地質断面図（H:V=1:3）

穴水累層

B

C

B’

C’

岩盤上面標高
（括弧付きは人工改変された岩盤上面標高を示す）

凸状地形

凸状地形

旧地形（敷地造成前）

現地盤（敷地造成後） ※本エリアは，２号機建設時に仮設ヤードとして地盤改良等を行ったため，岩盤上面が削られて表層部は
殆ど盛土か埋土に置き換えられた。なお，現地盤はEL21.5～22.5mに整地されている。

盛土

盛土

埋土

埋土

現地盤

現地盤

岩盤上面

盛土

盛土

旧地形は，２号機建設時に現在の岩盤上面レベルまで掘削された後，
埋土・盛土により現地盤に整地されている。そのため，改変以前の旧
地形における岩盤上面は不明。

改変された岩盤上面
（改変以前の岩盤上面標高はより高いことを示す）

【「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係 －断面図－】

5.3-3-23

第875回審査会合 資料1
P.414 再掲



○敷地内と同じ穴水累層の安山岩が広く分布する海岸部では，岩盤上面の形状が凹凸に富む状況が確認されるとともに，安山岩（角礫質）と安
山岩（均質）が接して分布する箇所において，相対的に堅硬な安山岩（均質）が高まりとして残る状況が確認される（本頁，次頁）。

○「凸状地形」付近で実施したボーリング調査によれば，断層は認められず，「凸状地形」の頂部付近には，相対的に堅硬である安山岩（均質）
が周辺よりもやや優勢に分布していることから，「凸状地形」は，波蝕台形成時における岩盤上面の起伏を反映した局所的なものと推定される。

海岸部地形図
（ヘリレーザ計測により作成。コンター間隔20cm。露岩域の岩種分布を着色）

拡大図１

拡大図２

拡大図２

拡大図１

1

1

1

2

2

3

1

1

1

1

1

2 2

1

1

1

1

1

1

1

写真②
（次頁）

写真①
（次頁）

5.3-3-24

「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」の成因の考察－
第875回審査会合 資料1

P.415 再掲



写真②

←SW NE→

写真①

←W（海側） E（山側）→

約２ｍ
約１ｍ

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

【安山岩（均質）と安山岩（角礫質）の硬軟の差による段差の例】

5.3-3-25

第875回審査会合 資料1
P.416 再掲



トレンチ状況写真（西側から撮影）

←N S→

北側 南側
トレンチ写真

北面

北面

南面

南面

底盤

底盤

北側

南側

←W E→
EL 22.5m

EL 18.8m

EL 19.1m

EL 21.6m

EL 21.6m

EL 18.3m

EL 18.3m

EL 22.6m
0 2m

位置図

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

No.3 No.2
No.1

断層（地表に投影)

No.3トレンチ

その他トレンチ

■「凸状地形」の頂部付近にあるNo.3トレンチ全体の写真及びスケッチについて示す。

5.3-3-26

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-10 再掲「凸状地形」に関する検討 －No.3トレンチ 全景写真－



【露頭観察結果】
明褐～褐色土壌

・ 色調7.5YR5/6～5/4を呈し，一部で7.5YR4/6を帯びる。
・ シルト質粘土からなる。
・ 締まっているが，指圧で跡が残る。
・ 壁状～弱い亜角塊状土壌構造が認められる。

赤褐色土壌
・ 色調5YR4/8～7.5YR5/6，ごく一部で弱いトラ斑が認められる。
・ シルト質粘土からなる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

砂質シルト層
・ 色調7.5YR5/4～6/6
・ シルトからなり，砂分が混じる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 径10cm程度の安山岩亜円礫が僅かに含まれる。

MⅠ段丘堆積物
・シルト質砂礫層
・ 色調2.5YR6/2～7.5YR/5/3
・ 基質はシルト質細～粗粒砂からなり，径5～30cmの安山岩円～亜

角礫を5～30%含む。径5cm以下の礫はクサリ礫化が進む。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。北面では基質部は

風化により粘土化し，褐色を帯びる。

スケッチ（展開図）

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

砂質シルト層

MⅠ段丘堆積物

埋土

穴水累層 安山岩（角礫質）

凡 例

北面

底盤

南面

E→←W

N32°E/68°NW

割れ目の面は凹凸

皮膜状に黒色のマンガンが沈着

N2°W/56°SW

厚さ0.5～4cmの黄灰色粘土

鏡肌が認められる
N6°E/72°NW

厚さフィルム状～1cmの黄灰色粘土

一部に鏡肌が認められる

N6°W/50°SW

厚さフィルム状～2cmの

褐白色半固結粘土

割れ目の面は凹凸

N26°W/54°SW

厚さ0.5～4cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

N14°W/58°SW

厚さ0.5～1cmの黄灰色粘土

鏡肌が認められる

粘土は分岐し，網目状をなす

割れ目の面は凹凸

釜場

厚さ30cmで角礫状を呈し，

礫間を黄灰色粘土が充

填

N74°E/42°SE

N14°W/54°SW

厚さフィルム状～

1mmの黄灰色粘土

N2°E/46°NW

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌
MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘堆積物

砂質シルト層

埋土

埋土

N30°E/54°NW

厚さフィルム状～0.5cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

0 2m

明褐～褐色土壌

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
AT   ：2.8万～3万年前

K-Tz

AT

K-Tz
K-Tz

火山灰分析（TE3①-1)
火山灰分析（TE3①-2)

火山灰分析（TE3①-3)

赤褐色土壌

赤褐色土壌赤褐色土壌

【火山灰分析結果】
・赤褐色土壌中から，K-Tz（9.5万年前）が認められる（次々項
参照）。

（走向は真北基準）

・トレンチには，断層は認められない。

5.3-3-27

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-11 再掲「凸状地形」に関する検討 －No.3トレンチトレンチ南側 スケッチ（展開図） －



【露頭観察結果】
明褐～褐色土壌

・ 色調7.5YR5/6～5/4を呈し，一部で7.5YR4/6を帯びる。
・ シルト質粘土からなる。
・ 締まっているが，指圧で跡が残る。
・ 壁状～弱い亜角塊状土壌構造が認められる。

赤褐色土壌
・ 色調5YR4/8～7.5YR5/6，ごく一部で弱いトラ斑が認められる。
・ シルト質粘土からなる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

MⅠ段丘堆積物
・シルト混じり砂礫層
・ 色調2.5YR6/2～7.5YR/5/3
・ 基質はシルト質細～粗粒砂からなり，径5～30cmの安山岩円～亜

角礫を5～30%含む。径5cm以下の礫はクサリ礫化が進む。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。南面では基質部は

風化により粘土化し，褐色を帯びる。

北面

底盤

南面

スケッチ（展開図）

E→←W

N34°E/44°NW

厚さ0.3～1cmの白灰色粘土

割れ目の面は凹凸

N14°E/52°NW

割れ目の面は凹凸

皮膜状に黒色のマンガ

ンが沈着

NS/62°W

割れ目の面はやや平滑

皮膜状に黒色のマンガンが沈着

N16°E/56°SE

厚さ0.3～0.5cm黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

粘土は一部で分岐し、厚さ10cm程

度の網目状をなす

釜場

N32°W/54°SW

一部に最大厚さ2cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

厚さ1～4cmの黄灰色粘土

割れ目の面は概ね凹凸

一部に鏡肌が認められる

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
AT   ：2.8万～3万年前

0 2m

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

火山灰分析（TE3②-1)

K-Tz

AT

厚さ0.5～1cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

MⅠ段丘堆積物赤褐色土壌

明褐～褐色土壌

【火山灰分析結果】
・赤褐色土壌中から，K-Tz（9.5万年前）が認められる（次項参
照）。

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

穴水累層 安山岩（角礫質）

凡 例

（走向は真北基準）

・トレンチには，断層は認められない。

5.3-3-28

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-12 再掲「凸状地形」に関する検討 －No.3トレンチトレンチ北側 スケッチ（展開図） －



試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

試料は5cm間隔

5.3-3-29

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-13 再掲「凸状地形」に関する検討 － No.3トレンチ 火山灰分析データ－



凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

■「凸状地形」の頂部付近から斜めボーリング等を実施した結果について，以下に示す。

断層（地表に投影）

5.3-3-30

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-15 再掲「凸状地形」に関する検討 － 「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1 位置図・断面図－
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ボーリング①C-9.0-1
コア写真[0～20m]

深度（m）

コア写真範囲

5.3-3-31

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-16 再掲「凸状地形」に関する検討 － 「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度0-20m] －



ボーリング①C-9.0-1
コア写真[20～40m]

深度（m）
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深度（m）

コア写真範囲

5.3-3-32

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-17 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度20-40m]－



40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

深度（m）

ボーリング①C-9.0-1
コア写真[40～50m]

深度（m）

・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

5.3-3-33

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-18 再掲「凸状地形」に関する検討 － 「凸状地形」深部の断層の有無 ①C-9.0-1[深度40-50m] －



凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

断層（地表に投影）

5.3-3-34

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-19 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' 位置図・断面図－



ボーリング②C-9.0-1' 
コア写真[0～15m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲

5.3-3-35

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-20 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' [深度0-15m] －



※18.7～19.7m間はS-2・S-6の想定延長位置
にあたり，割れ目の詳細観察のため，コア
の切断位置を変更した。

※

・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

ボーリング②C-9.0-1' 
コア写真[15～30m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲

5.3-3-36

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-21 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ②C-9.0-1' [深度15-30m]－



凸状地形

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

凸状地形

22
21

20

調査位置図

A’
A

0 20m

A A’

A-A’投影断面

ボーリング①
No.3トレンチ

断層（地表に投影）

5.3-3-37

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-22 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2 位置図・断面図－



ボーリング③C-9.1-2
コア写真[0～15m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲

5.3-3-38

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-23 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2[深度0～15m]－



・ボーリングコアには，破砕部は認められない。

ボーリング③C-9.1-2
コア写真[15～30m]

深度（m） 深度（m）

コア写真範囲

5.3-3-39

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-24 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」深部の断層の有無 ③C-9.1-2[深度15～30m]－



No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

C-7.9

コア写真（深度0～5m）

深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

埋土と凝灰角礫岩の境界
（EL17.52m)

Ｃ-7.9 Ｃ-8.2 Ｃ-8.5

深度（m）

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.2

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL18.37m)

深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.5

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL19.44m)

深度（m）

位置図

埋土

埋土

埋土

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

埋土

凝灰角礫岩

埋土

凝灰角礫岩

埋土

ボーリング孔

■「凸状地形」周辺で群列ボーリングを実施した結果について，以下に示す。

5.3-3-40

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-25 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係①－



深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.84m)

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.8

コア写真（深度0～5m） 埋土と凝灰角礫岩の境界
(EL19.45m)

No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-8.8

Ｃ-9.0-1
Ｃ-9.0-1'

C-9.0-1

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

深度(m) 深度(m)C-9.0-1'

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
（EL19.56m)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

埋土

埋土

凝灰角礫岩

埋土

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

埋土

安山岩（均質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（均質）

ボーリング孔

位置図

5.3-3-41

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-26 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係②－



No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-9.1-1’ Ｃ-9.4-1

Ｃ-8.9-2

C-9.1-1’

コア写真（深度0～5m）

深度（m）深度（m）

埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.60m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

深度（m）深度（m）
C-9.4-1

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL20.30m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.9-2

コア写真（深度0～5m）

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

埋土と安山岩（角礫質）の境界
（EL19.26m)

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

安山岩（角礫質）

ボーリング孔

位置図

5.3-3-42

第875回審査会合 机上配布資料1
P.6.2-1-27 再掲「凸状地形」に関する検討 －「凸状地形」と周辺岩盤の硬軟の関係③－



No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-9.1-2 Ｃ-9.2-2

Ｃ-9.0-2

深度（m）深度（m）
C-9.0-2

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.27m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

深度(m) 深度(m)C-9.1-2

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（均質）の境界
（EL19.36m)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

深度（m）深度（m）
C-9.2-2

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（均質）の境界
(EL19.32m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

埋土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）安山岩（均質）

安山岩（均質）

安山岩（均質）

埋土

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

ボーリング孔

位置図
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-9.6

Ｃ-9.8-1

Ｃ-9.4-2

深度（m）深度（m）
C-9.4-2

コア写真（深度0～5m） 礫混じり砂質シルトと安山岩（角礫質）の境界
(EL19.42m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

深度（m）深度（m）

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL20.12m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-9.6

深度（m）深度（m）
C-9.8-1

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL21.83m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

安山岩（角礫質）

埋土

礫混じり砂質シルト

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（均質）

埋土

安山岩（均質）

粘性土

安山岩（角礫質）

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

ボーリング孔

位置図

安山岩（角礫質）

5.3-3-44
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-8.1 Ｃ-8.5-2 Ｃ-9'

深度（m）深度（m） C-8.5-2

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.31m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-8.1

コア写真（深度0～5m）

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

粘性土と凝灰角礫岩の境界
（EL18.84m)

C-9'
深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（均質）の境界
(EL20.67m)

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

粘性土

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

埋土

安山岩（均質）

安山岩（均質）

埋土

埋土

凝灰角礫岩

粘性土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

ボーリング孔

位置図
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

Ｃ-8.8-2

Ｃ-9.2

Ｃ-9

深度（m）深度（m） C-8.8-2

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.23m)

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

C-9.2 深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m）
埋土と安山岩（角礫質）の境界
(EL17.98m)

C-9 深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m） 礫・砂混じり粘土と安山岩（角礫質）の境界
（EL20.94m)

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

安山岩（角礫質）

礫・砂混じり粘土
表土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

表土

粘性土

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

ボーリング孔

位置図
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

ボーリング孔

Ｃ-9.1

Ｃ-9.1-1

C-9.1-1

C-9.1 深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m） 埋土と安山岩（均質）の境界
（EL17.85m)

深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m） 礫混じり粘性土と安山岩（角礫質）の境界
（EL19.39m)

安山岩（均質）

埋土

礫混じり粘性土

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

粘性土

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

埋土

位置図
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

ボーリング孔

Ｃ-9.11E

位置図

Ｃ-9.1-10E
D-9.1-2

C-9.11E
深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m） 礫混じりシルトと凝灰角礫岩の境界
（EL19.49m)

埋土

礫混じりシルト

安山岩（角礫質）
凝灰角礫岩

礫混じりシルト

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

凝灰角礫岩

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

深度（m）
C-9.1-10E

深度（m）

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

埋土

礫混じりシルト

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

礫混じりシルト

安山岩（角礫質）

コア写真（深度0～5m）
礫混じりシルトと安山岩（角礫質）の境界
(EL19.88m)

D-9.1-2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

深度（m） 深度（m）

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

埋土

シルト質砂礫

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

シルト質砂礫

埋土

コア写真（深度0～5m）
シルト質砂礫と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.16m)
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No.3トレンチ

No.2トレンチ

No.1トレンチ

断層（地表に投影）

ボーリング孔

位置図

D-9.1-1
D-9.1E

D-9.1-1
深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m）

D-9.1E
深度（m）深度（m）

0.0 1.0

1.0 2.0

2.0 3.0

3.0 4.0

4.0 5.0

コア写真（深度0～5m）

埋土

礫混じり砂質粘土 砂混じり粘土

安山岩（均質）

埋土

礫混じり砂質シルト

砂混じり礫

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

砂混じり礫と安山岩（均質）の境界
（EL17.68m)

砂混じり粘土と安山岩（角礫質）の境界
(EL19.14m)

5.3-3-49

埋土

礫混じり砂質粘土

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

砂混じり粘土

埋土

礫混じり砂質粘土

安山岩（均質）

砂混じり粘土
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5.3-3-50

(5) S-2・S-6南方延長の連続性調査
（今後の課題④(2)(3)(4)）



5.3-3-51

S-2・S-6南方延長の連続性調査（今後の課題④（2）（3）） －ボーリング調査－

○有識者会合は，S-2・S-6南方延長における断層露頭の有無とその状況を確認することを「今後の課題④（2）」，S-2・S-6南方延長（エリア１－
１）における中位段丘Ⅰ面堆積物との関係を調査することを「今後の課題④（3）」として示している。

○これを踏まえ，ボーリング調査を実施した結果，S-2・S-6は，N-5.1孔以南に認められないことから，南方延長の中位段丘Ⅰ面及び露岩域まで
連続しない。

中位段丘Ⅰ面

MⅠ

3 3’

位置図（エリア１－１）

断層（地表に投影)

断面線
0 100m

山地斜面

地形断面図（H:V=1:5）

2 2’

中位段丘Ⅰ面

高位段丘Ⅰa面

3’

3

2

2’

旧地形

S-2・S-6延長位置（地表）

ボーリング孔

MⅠ

N-5.1

O-5.1

O-5.0

O-4.8

鉛直ボーリング

斜めボーリング

S-2・S-6延長
位置（地表）

中位段丘Ⅰ面

エリア１－１

・ボーリング調査の結果によれば，S-2・S-6はN-5.1孔以南のボーリング孔では認められない。

1 1’

1’

1

MⅠ

第875回審査会合 資料1
P.426 再掲



【N-5.1孔の評価】
・右の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度15～50mとなる。
・想定延長範囲において，S-2・S-6は認められない。

（想定延長範囲のコア写真は，次頁）

N-5.1孔断面図
（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向-15°
傾斜-5°

走向+15°
傾斜+5°

←W E→

【S-2・S-6南端の評価】
・基礎掘削面から南方に追跡した結果，L-6’孔，事務本館前トレンチ，M-5孔付近までS-2・S-6を確認。
・ L-6’孔と事務本館前トレンチで確認したS-2・S-6の位置，走向・傾斜を考慮して，南方への想定延長範囲を設定。
・N-5.1孔の想定延長範囲内に，S-2・S-6が認められないため，S-2・S-6はこれ以上連続しない。

アンジュレーション

アンジュレーション

N-5.1

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

【ボーリング調査結果 N-5.1孔①】

M-5

L-6’
K-6

K-5

K-6.3

K-6.2-2

EL20.19m   

N-5.1

赤：S-2・S-6が認められる箇所
橙：S-2・S-6端部においてS-2・S-6が認められない箇所

5.3-3-52
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コア写真（深度15～50m）

N-5.1孔（孔口標高20.19m，掘進長50m，傾斜45°）

N-5.1孔において， S-2・S-6の想定延長範囲（深度15～50m）にS-2・S-6は認められない。

【ボーリング調査結果 N-5.1孔②】

S-2・S-6
想定延長位置
（34.9ｍ付近）

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）

5.3-3-53
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【O-4.8孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度21.3m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

断面図（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向W方向15°
傾斜-5°

走向E方向15°
傾斜+5°

←W E→

コア写真（深度21～45m）

深度（m）深度（m）

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

41

42

43

44

45

40

41

42

43

44

O-4.8孔（孔口標高16.89m，掘進長45m，鉛直）

【ボーリング調査結果 O-4.8孔】

ボーリング孔O-4.8，O-5.0，O-5.1

O-5.1O-5.0

O-4.8

アンジュレーション

アンジュレーション

O-4.8

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

ボーリング箇所

5.3-3-54

【S-2・S-6南西延長の評価】
・S-2・S-6は，さらに延長部でも，O-4.8孔，O-5.0孔及びO-5.1孔の３孔

で連続しないことを確認している。

第875回審査会合 資料1
P.429 一部修正

右写真
範囲



【O-5.0孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度3.9m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

断面図（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向W方向15°
傾斜-5°

走向E方向15°
傾斜+5°

←W E→

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

21

22

23

24

25

26

27

20

21

22

23

24

25

26

深度（m）深度（m）

コア写真（深度3～27m）

O-5.0孔（孔口標高21.08m，掘進長71m，鉛直）

【ボーリング調査結果 O-5.0孔①】

ボーリング孔O-4.8，O-5.0，O-5.1

O-5.1O-5.0

O-4.8

アンジュレーション

アンジュレーション

O-5.0

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

ボーリング箇所右写真
範囲

5.3-3-55
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【O-5.0孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度3.9m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

コア写真（深度27～71m）

コア写真（3～71m）

52

53

54

55

56

57

58

59

60

51

52

53

54

55

56

57

58

59

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

深度（m）深度（m）

O-5.0孔（孔口標高21.08m，掘進長71m，鉛直）

断面図（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向W方向15°
傾斜-5°

走向E方向15°
傾斜+5°

←W E→

ボーリング孔O-4.8，O-5.0，O-5.1

O-5.1O-5.0

O-4.8

アンジュレーション

アンジュレーション

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

深度（m）
深度（m）

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

S-2・S-6
←想定延長位置

（49.8ｍ付近）

右写真
範囲

5.3-3-56

【ボーリング調査結果 O-5.0孔②】
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【O-5.1孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，孔口以浅～

深度47.0mとなる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

28
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深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～47m）

O-5.1孔（孔口標高21.14m，掘進長60m，傾斜45°）
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S-2・S-6
想定延長位置
（22.5ｍ付近）

調査位置図

O-5.1

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

←W E→

O-5.1O-5.0

O-4.8

断面図（掘進方向）

ボーリング孔O-4.8，O-5.0，O-5.1

アンジュレーション

走向E方向15°
傾斜+5°

アンジュレーション

S-2・S-6（EL-4.7m)

ボーリング箇所

5.3-3-57

【ボーリング調査結果 O-5.1孔】

第875回審査会合 資料1
P.432 一部修正

右写真
範囲

走向W方向15°
傾斜-5°



Ａ
B1U

D2

←W E→

1：6

1 5 10

Ａ B1U

D2

←N S→

12 16 20

B1L

北陸電力ブーマー (No.9.25U)

北陸電力ブーマー (No.108.25U)

S-2・S-6の延長位置＊

S-2・S-6の延長位置＊

石川県（1997）：1：33,000漁場環境図
「富来・志賀・羽咋海域」，石川県

位 置 図（石川県（1997）に一部加筆）

右図記録範囲

S-2・S-6(EL-4.7m)

石川県（1997）の底質凡例

岩石

中砂

細砂

1 5 8

Ａ

C1
B3

B2

B1L

B1U

D2

北陸電力ブーマー (No.9.5U)北陸電力スパーカー (No.9.5・Ｓ)

5

3

S-2・S-6の延長位置＊

←W E→
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3

＊ S-2・S-6の延長位置は，S-2・S-6の平均走向・平均傾斜角に基づき，海底面での位置を図示している。 5.3-3-58

S-2・S-6南方延長の連続性調査（今後の課題④（4）） －海上音波探査－
第875回審査会合 資料1

P.433 再掲

○有識者会合は，S-2・S-6南方延長海域における音波探査記録結果の再検討を「今後の課題④(4)」として示している。
○これを踏まえ，音波探査記録を再解析した結果，S-2・S-6の南方延長海域の3測線（下図）において断層は認められない。



補足資料５．３－４

上載地層法に関する調査結果（S-4）

5.3-4-1



5.3-4-2

（1） 35m盤トレンチ



S-4
35m盤トレンチ(A) 底盤写真

35m盤トレンチ(A) 底盤スケッチ
S-4

S-4

S-4

写真・スケッチ位置

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

35m盤トレンチ（A）

S-4

S-4

走向 概ね北東－南西走向（N22°～52°E）

傾斜 北西傾斜（56°～82°NW）

破砕部の幅 2～15cm

【35m盤トレンチによるS-4破砕部の性状】

（走向は真北基準）

拡大スケッチ範囲（次頁）

35m盤トレンチ(A) －底盤写真・スケッチ－
第935回審査会合 机上配布資料1

P.5.3-4-3 再掲

5.3-4-3



S-4付近詳細スケッチ
トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

S-4

S-4

スケッチ位置

35m盤トレンチ（A）

【S-4】
S-4は，走向・傾斜N22°E～N52°E/56°～82°NW（走向は
真北基準）で，幅2～15cmの固結した破砕部及び幅フィルム
状～0.5cmの灰褐～明褐色を呈する粘土状破砕部からなる。
底盤において，S-4は安山岩（均質）を見かけ左横ずれ変位さ
せており，主せん断面には条線が認められる。

2m0

【35m盤トレンチ(A) S-4付近詳細スケッチ】

5.3-4-4

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-4 再掲



S-4

35m盤トレンチ(B) 底盤写真 35m盤トレンチ(B) 底盤スケッチ

S-4

断層

断層

S-4

S-4

断層

断層
N30°E/64°NW

N40°W/66°SW

位置図

35m盤トレンチ(B)

トレンチ

EL35m盤

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

35m盤トレンチ（A）

S-4

断層

S-4

S-4（EL35m）

写真・スケッチ位置

35m盤トレンチ(B) －底盤写真・スケッチ－

（走向は真北基準）

5.3-4-5

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-5 再掲



35m盤トレンチ(B) －北面・南面・底盤 詳細スケッチ－

5.3-4-6

【S-4】
・S-4は，走向・傾斜N30°E/64°NW（走向は真北基準）で，幅2

～20cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～3cmの灰褐～明
褐色を呈する粘土状破砕部からなる。底盤２において，S-4と斜
交する断層を見かけ左ズレで約10cm変位させている。

・北面においてタマネギ状風化に伴う割れ目が形成され，断層ト
レースが不明瞭となっている。S-4は，法面の上部において2条
に分岐し，西側の破砕部は岩盤中で消失する。東側の破砕部
は岩盤の上面まで追跡でき，基盤直上のHⅠa段丘堆積物に変
位・変形を与えていない。

【S-4に斜交する断層】
・断層は，走向・傾斜N40°W/66°SW （走向は真北基準）で，主

に幅2～10cmの固結した破砕部からなり，内部に塑性流動状
の構造が認められる。主せん断面は褐色～黄灰色安山岩と赤
褐～赤灰色安山岩の岩相境界となっているが大部分で密着し
ている。また，底盤２において，S-4に切られている。

・北面の上部で低角度の割れ目が形成され，断層トレースが不
明瞭となっている。断層は，岩盤の上面まで追跡でき基盤直上
のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

スケッチ範囲

←N S→

断面位置（下図）

* 人工改変により南面には
上載地層は分布しない。

S-4断層

スケッチ（展開図）

北面

S-4
断層

人工改変部

安山岩（角礫質）

底盤１

小法面

底盤２

南面

HⅠa段丘堆積物

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-6 再掲



35m盤トレンチ(B) －北面・南面・底盤 写真－

5.3-4-7

←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

写真範囲

←N S→

断面位置（下図）

* 人工改変により南面には
上載地層は分布しない。

トレンチ写真（展開図）

北面

底盤１

小法面

底盤２

南面

←W E→

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-7 再掲



5.3-4-8

（2） 35m盤法面



35m盤法面表土はぎ －全景写真－

5.3-4-9

位置図

35m盤法面

35m盤トレンチ

35m盤トレンチ及び35m盤法面 全景写真

写真撮影方向

←N S→

地形図（1975年撮影，縮尺10,000分の1の空中写真より作成）
35m盤トレンチ・法面位置を加筆

EL35m盤

EL59m盤

EL21m盤

展望台

0m
30m60m90m112m 35m盤法面

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-9 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面写真（0～30m）－

5.3-4-10

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-10 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面写真（30～60m）－

5.3-4-11

S-4

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-11 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面写真（60～90m）－

5.3-4-12

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

第935回審査会合 机上配布資料1
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35m盤法面表土はぎ －法面写真（90～112m）－

5.3-4-13

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-13 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面スケッチ（0～60m）－

5.3-4-14

HⅠa段丘堆積物 HⅠa段丘堆積物
基質は細～中粒砂からなり, にぶい黄褐色～明褐色(10YR5/3～7.5YR5/6)を呈する砂礫層。
径3～35cmの安山岩礫を40～60％以上含み, 礫同士が接した礫支持構造が認められる。
亜円～亜角礫を主体とし，円礫も混じる。礫は半クサリ礫化している。基質は良く締まって
おり，指圧であとが残らない。褐～黒色の斑紋の沈着によって，一部は半固結している。

安山岩( 均質)
風化して灰色～灰褐色を呈する。全体に3～30cmの間隔で割れ目が認められる。割れ目
は概ね密着しているが，一部に酸化鉄や酸化マンガンが沈着する。風化により軟質化して
おり，ナイフで傷が付き，削れる程度の硬さである。岩芯は硬質で暗灰色を呈する。

安山岩( 角礫質)
風化して褐灰色～赤紫色を呈する。全体に30～100cmの間隔で割れ目が認められる。割
れ目は概ね密着しているが，一部に酸化鉄や酸化マンガンが沈着する。風化により軟質化
しており，ナイフで傷が付き，削れる程度の硬さである。角礫部は，灰～暗灰色を呈し硬質
である。礫径は30～100cm程度が多く，最大200cmである( 標尺23m付近)。標尺50m付近に
は，北へ緩く傾斜する割目が2～5cmの間隔で認められる。

S-4

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-14 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面スケッチ（60～112m）－

5.3-4-15

HⅠa段丘堆積物 HⅠa段丘堆積物
基質は細～中粒砂からなり, にぶい黄褐色～明褐色(10YR5/3～7.5YR5/6)を呈する砂礫層。
径3～35cmの安山岩礫を40～60％以上含み, 礫同士が接した礫支持構造が認められる。
亜円～亜角礫を主体とし，円礫も混じる。礫は半クサリ礫化している。基質は良く締まって
おり，指圧であとが残らない。褐～黒色の斑紋の沈着によって，一部は半固結している。

安山岩( 均質)
風化して灰色～灰褐色を呈する。全体に3～30cmの間隔で割れ目が認められる。割れ目
は概ね密着しているが，一部に酸化鉄や酸化マンガンが沈着する。風化により軟質化して
おり，ナイフで傷が付き，削れる程度の硬さである。岩芯は硬質で暗灰色を呈する。

安山岩( 角礫質)
風化して褐灰色～赤紫色を呈する。全体に30～100cmの間隔で割れ目が認められる。割
れ目は概ね密着しているが，一部に酸化鉄や酸化マンガンが沈着する。風化により軟質化
しており，ナイフで傷が付き，削れる程度の硬さである。角礫部は，灰～暗灰色を呈し硬質
である。

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-15 再掲



余白



5.3-4-17

（3） S-4トレンチ



北東壁

南西壁

※

トレンチ展開図

詳細スケッチ範囲

＜露頭状況＞
・穴水累層の安山岩及び凝灰角礫岩を第四系の堆積物が不整合に覆う。
・安山岩及び凝灰角礫岩中にS-4が認められる。
・岩盤上位に分布する堆積物は下位から，

・砂礫層（安山岩を覆って，ほぼ水平～西へ緩傾斜，くさり礫主体，石英が含まれる）
・赤色土壌（敷地周辺に分布する中位段丘Ⅰ面を構成する土壌より赤みが強い）
・明褐色土壌

の順で構成される。

S-4調査位置図

１号原子炉建屋２号原子炉建屋

EL約26m

断層（S-4以外）（EL-4.7m)

水平ボーリング孔

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-4（EL-4.7m)

基礎掘削面

S-4トレンチ（EL約26m）

S-4トレンチ

※：N44°～60°E
（真北補正）

S-4トレンチ －トレンチ展開図－

5.3-4-18

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-18 再掲



スケッチ（南西壁）

S-4トレンチ －南西壁スケッチ－

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

※1

※3：N52°E/74°NW （真北補正）

※3

5.3-4-19

EL約26m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-19 再掲



F2

F3

F1

スケッチ（北東壁）

・基盤直上に分布する砂礫層は，全体に強風化しており，くさり礫が多く含まれ，
基質中にはハロイサイト・ギブサイトが認められる。

・砂礫層の上位に分布する赤色土壌には中～強度の土壌構造が認められ，色
調2.5YR～5YR4/7を主体とするトラ斑模様が形成されており，敷地周辺に分布
する中位段丘Ⅰ面を構成する土壌より赤みが強い。

・赤色土壌について実施した遊離酸化鉄分析の結果，能登半島の赤褐色土壌
～赤色土壌と同程度である。

F1

F3

F2

遊離酸化鉄分析
試料採取位置（F1～F3）

（周辺のボーリング試料を用いた分析結果はP5.3-4-27，28参照）

S-4トレンチ －北東壁スケッチ－

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。※2

※1

※3：N44～60°E/80°NW （真北補正）

※3

5.3-4-20

Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄（非晶質）
Fed：ジチオナイト可溶鉄（結晶質，非晶質）
Fet：全鉄

能登半島の赤褐色土壌（中位段丘面）
能登半島の赤色土壌（高位段丘面）

永塚（1975）による褐色森林土

永塚（1975）による黄褐色（森林）土（中位・低位段丘面）

永塚（1975）による赤色土（高位段丘面）

S-4トレンチの赤色土壌（F1～F3）

遊離酸化鉄分析結果

EL約26m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-20 再掲



1m

S-4

＊写真中の白いスプレーは岩盤上面等
を示したものであるが，詳細観察前の
ものであり，スケッチと異なる。

写真位置（南西壁スケッチ）

写真①

写真②（次頁参照）

←SE NW→

写真① 南西壁写真

Ⓐ

Ⓐ S-4は，凝灰角礫岩の中で消失する。
Ⓑ S-4から枝分かれするように延びる節理に沿って，

安山岩と凝灰角礫岩の岩相境界が変位していない。

Ⓐ

・S-4は，穴水累層の凝灰角礫岩の中で消失する。

Ⓑ

Ⓑ

S-4トレンチ －南西壁写真－

※1

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

5.3-4-21

※3：N52°E/74°NW （真北補正）

※3

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-21 再掲



主せん断面

←SE NW→

※写真中の白いスプレーは岩盤上面等を示したものであるが，
詳細観察前のものであり，スケッチと異なる。

1m写真② 南西壁拡大写真

Ⓐ

Ⓑ

S-4トレンチ －南西壁拡大写真－

5.3-4-22

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-22 再掲



S-4

写真③写真④（次頁参照）

写真位置（北東壁スケッチ）

写真⑤
（次々頁参照）

←NW SE→

1m

＊写真中の白いスプレーは岩盤上面等
を示したものであるが，詳細観察前の
ものであり，スケッチと異なる。

写真③ 北東壁写真

・S-4は，基盤直上の砂礫層に変位・変形を与えていない。

S-4トレンチ －北東壁写真－

※1

※1 ※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

5.3-4-23

※3

※3：N44～60°E/80°NW （真北補正）

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-23 再掲



主せん断面
※写真中の白いスプレーは岩盤上面等を示したものであるが，

詳細観察前のものであり，スケッチと異なる。
1m

←NW SE→

写真④ 北東壁拡大写真

S-4トレンチ －北東壁拡大写真－

5.3-4-24

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-24 再掲



主せん断面

←NW SE→

写真⑤ S-4付近拡大写真（岩盤上面を加筆）

S-4トレンチ －北東壁S-4付近拡大写真－

・堆積構造が確認できるトレンチ
壁面の詳細な写真の観察によ
れば，主せん断面の直上におい
て，岩盤の上面に段差はなく，そ
の直上を覆う砂礫層に断層変位
を示唆するようなせん断面や地
層の擾乱は認められない。

岩盤
上面

10cm

5.3-4-25

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-25 再掲



スケッチ（南西壁）

S-4付近拡大

固結した粘土・砂状破砕部

（凝灰質な細粒部）

スケッチ
拡大範囲

粘土状破砕部（シーム）
が認められる

粘土状破砕部（シーム）
が認められない

*

* ： シーム（同延長部を含む）とは，シームが認められる部分の
ほか，凝灰質な細粒部が分布するがシームが認められない
「シーム延長部」を含めて図示したもの。

「シーム延長部」に
対応する区間

※2

※1

（赤下線部の記載については，上図を参照）

※1：スケッチ時の記載用語。
詳細については補足資料2.2-1を参照。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※1

○当時の記載によると，岩盤の下半部には粘土状破砕部（シーム）及び固結した粘土・砂状破砕部（凝灰質な細粒部）が分布し，岩盤の上半部には固結した
粘土・砂状破砕部（凝灰質な細粒部）のみ分布する。

○固結した粘土・砂状破砕部のみ分布する箇所も含めて，S-4が連続するものとした。

（当時のスケッチの記載）

【破砕部の分布について（参考）】

5.3-4-26

※3：N52°E/74°NW （真北補正）

※3

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-26 再掲



0 100m

S-4 トレンチ

G-10

＜位置関係＞
・S-4トレンチは標高約26m，ボーリングG-10孔は標高約27.7mに位
置し，ともに中位段丘Ⅰ面と高位段丘Ⅰa面の間の緩斜面上に位
置する。

旧地形図（立体地図）

断層（地表に投影)

ボーリング

トレンチ

＜地質状況＞
・G-10孔及びS-4トレンチにおける基盤（穴水累層）の上面標高は，いずれも約25mである。
・G-10孔の堆積物（深度0.25～2.70m）は，S-4トレンチに分布する堆積物と地層の層厚や色

調，含まれる礫等が類似している。

■S-4トレンチの堆積層の年代に関するデータ拡充を目的として，S-4トレンチに近接し，類似した地形面上で採取した既往の
ボーリング試料(G-10孔)を用いて，地質観察及び火山灰分析等を行った。

（GL 27.68m）

-3.0m

-2.5m

-3.5m

-2.0m

GL-0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

地質名

a層

b層

c層

穴水累層
安山岩

北東壁スケッチ

（GL 26m）

基盤上面
EL 25m

＜G-10柱状図＞

＜S-4トレンチスケッチ＞

地質観察結果
S-4トレンチ ボーリングG-10孔

明褐色土壌
色調：7.5YR4/7

土壌構造：弱度，中～細粒亜角塊状
a層

色調：10YR6/3～7.5YR6/6
下部で赤み強い

土壌構造：無水Brのため判断できず

赤色土壌

色調：2.5YR～5YR4/7
やや明瞭な網目状の斑紋あり

土壌構造：中～強度，細粒亜角塊状
礫：下部に安山岩礫を含む

（最大径60cm，平均径5～7cmの
亜角～亜円礫，10～20%程度混入）

b層

色調：2.5YR4/4～5YR5/6
弱い斑紋あり

土壌構造：無水Brのため判断できず
礫：下部に安山岩礫を含む

（径20mm程度）

砂礫層

色調：黄褐色～雑色
礫：最大径20cm，平均径2～4cm

安山岩亜円～亜角礫主体，
径2cm以下にくさり礫が多い

基質：固結した粗粒砂～細礫で安山岩片
を主体とする

c層

色調：褐色～にぶい黄褐色
礫：径数～20mm（黄色～灰色）

安山岩亜円～亜角礫主体，
くさり礫化

基質：シルトからなり，細～粗粒砂
が混じる

砂礫層

赤色土壌

明褐色土壌

*：赤字は性状が類似する箇所

表土

b層（礫混じり）

S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充①

※1

※1：スケッチ時の記載用語。

※2：スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

※2

5.3-4-27

※3 ※3：N44～60°E/80°NW （真北補正）

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-27 再掲



試料は10cm間隔

・火山灰分析の結果，a層中にAT（2.8～3万年前），b層中にK-Tz（9.5万年前）の降灰層
準が認められる。

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

＜G-10柱状図＞

■G-10孔コアから火山灰分析及び遊離酸化鉄分析を実施した結果について，以下に示す。

コア写真（深度0～4m）

深度（m）

0

1

2

深度（m）

1

2

3

柱状図範囲1986年3月撮影

1号機建設時のボーリング G-10

3 4

地質名

表土

a層

b層

b層（礫混じり）

c層

穴水累層
安山岩

遊離酸化鉄分析結果
火山灰分析結果

・ 遊離酸化鉄分析の結果，b層はS-4トレンチに分布
する赤色土壌と同様に，能登半島の赤褐色土壌
～赤色土壌に相当する。

←

遊
離
酸
化
鉄
中
の
非
晶
質
の
割
合

Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄（非晶質），Fed：ジチオナイト可溶鉄（結晶質，非晶質），Fet：全鉄

F2

永塚（1975）による褐色森林土の分布域

永塚（1975）による黄褐色（森林）土の分布域

永塚（1975）による赤色土の分布域

●S-4トレンチの赤色土壌
■G-10孔のb層

鉄化合物中の結晶質遊離酸化鉄の割合→

F3
F1

G-10-1.4m
G-10-1.8m-3.0m

-2.5m

-3.5m

-2.0m

GL-0m
（GL 27.68m）

基盤上面
EL 25.0m

-0.5m

-1.0m

-1.5m

試料
番号

遊離酸化鉄分析

遊離酸化鉄分析

AT

K-Tz
(G-10-1.4m)→

(G-10-1.8m)→

※

※K-Tzの降灰層準と認定した箇所より
も下位に検出されたβ石英は，浸透等
によるものと判断。

S-4トレンチ 堆積物の年代データの拡充②

5.3-4-28

能登半島の赤褐色土壌（中位段丘面）

能登半島の赤色土壌（高位段丘面）

・S-4トレンチの砂礫層に相当する地層であるG-10孔のc層は，火山灰分析・遊離酸化鉄分析の結果を踏まえると，少なくとも約12～13万
年前以前の堆積物であると考えられる。

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-28 再掲



補足資料５．３－５

過去の調査データ

5.3-5-1



（1） １号原子炉建屋底盤

5.3-5-2



原子炉建屋 ２号機

１号機原子炉建屋
タービン建屋

タービン建屋

サービス建屋

0 50m

１号原子炉建屋底盤 －調査結果－

○１号原子炉建屋底盤（EL-7.1m）では，砕屑岩脈がS-1を分断するように分布しており，そこに破断等の変状は認められない。

○砕屑岩脈は未固結な状態で地下深部の高封圧下で形成したと考えられ，少なくとも後期更新世以降に形成したものではない
（5.2.1孔(1-5)）。

5.3-5-3

SW →

原子炉建屋底盤（EL-7.1m）
Ｓ－１付近 詳細スケッチ

砕屑岩脈

Ｓ－１

0 1m

写真②

写真③

写真①

← NE

１号機基礎掘削面（EL-7.1m） 地質平面図

建屋平面図

地質図範囲

スケッチ箇所

砕
屑
岩
脈

原子炉建屋底盤（EL-7.1m）
Ｓ－1付近 写真



5.3-5-4

0 1m

原子炉建屋底盤（EL-7.1m）に認められる
Ｓ－１の詳細スケッチ

シームＳ－１

砕屑岩脈

Ｓ－１

SW →← NE

底盤写真

拡大写真

・砕屑岩脈がシームＳ－１を分断するように分布し，そこに破断等の
変状は認められない。

（1989年5月撮影）

（1989年5月撮影）



5.3-5-5

0 1m

原子炉建屋底盤（EL-7.1m）に認められる
Ｓ－１の詳細スケッチ

砕屑岩脈

Ｓ－１

SW →← NE

底盤写真

拡大写真

拡大写真

・砕屑岩脈がシームＳ－１を分断するように分布し，そこに破断等の
変状は認められない。

（1989年5月撮影）

（1989年5月撮影）

（1989年5月撮影）



5.3-5-6

0 1m

砕屑岩脈

Ｓ－１

シームＳ－１

原子炉建屋底盤（EL-7.1m）に認められる
Ｓ－１の詳細スケッチ

SW →← NE

底盤写真

拡大写真

・砕屑岩脈がシームＳ－１を分断するように分布し，そこに破断等の
変状は認められない。

（1989年5月撮影）

（1989年5月撮影）



（2） 岩盤調査坑

5.3-5-7



岩盤調査坑 －地質観察結果－

○岩盤調査坑において，S-1とB-1が並走して分布する。

○岩盤調査坑の切羽において，礫がS-1に入り込んでいるように分布しており，その礫に破断は認められない。

5.3-5-8

岩盤調査坑底盤 スケッチ

B-1

No.0

No.30

立坑

S-1

（切羽番号）

N30～75°W/78°NE～80°SW

N41～67°W/80～70°NE

No.5

No.10

No.15

No.20

No.25

右写真撮影方向

横坑の状況写真
（立坑側より，2013年撮影）

S-1 B-1

NE→←SW

No.30
切羽

位置図

岩盤調査坑



・礫がS-1に入り込んでいるように分布しており，その礫に破断は認められない。

5.3-5-9

←SW NE→

試料採取位置付近（No.20切羽）

観察面概念図（No.20-1_0)

北東

北西

南東

南西 北東

北西

南東
5cm

Ｓ－１

研磨面写真（Ｓ－１等を加筆）研磨面写真

南西

R

F

R

F

5cm

火山砕屑岩Ⅱ

火山砕屑岩Ⅰ

Ｓ－１

【No.20切羽】



5.3-5-10

上

下

南西 北東

※左右反転

上

下

南西 北東

5cm

研磨面写真（Ｓ－１等を加筆）研磨面写真

Ｓ－１

※左右反転

観察面概念図（No.17-1_90)

R

U

R

U

5cm

火山砕屑岩Ⅰ

火山砕屑岩Ⅰ

試料採取位置付近（No.17切羽）

←SW NE→

Ｓ－１

【No.17切羽】

・礫がS-1に入り込んでいるように分布しており，その礫に破断は認められない。



（3） SEM観察

5.3-5-11



コア写真（No.9切羽底盤）

5ｃm

主せん断面

上 下

最新面写真(下盤側上面） 試料（No.9）

上 下

北西

南東

上 下

北西

南東

×600

×4500

×13000

SEM観察（S-1）

試料採取箇所

条線

下拡大範囲

下拡大範囲

条線

・SEM観察により，条線が認められた最新面上における粘土鉱物（XRD分析，EPMA分析からI/S混合層と認定）
の結晶構造及びその破砕状況を確認した。

・SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状の粘土鉱物の自形結晶を確認した。
・この粘土鉱物の自形結晶に破砕は認められない。

破砕部

位置図

岩盤調査坑
No.9孔

試料採取位置

第597回審査会合資料2-2
P.3-64 一部修正
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コア写真（E-8.33”孔）

主せん断面

上 下

最新面写真(下盤側上面）
試料（E-8.33”孔）

上 下

南

北

上 下

南

試料採取箇所

×400

×10000

北

条線

・SEM観察により，条線が認められた最新面上における粘土鉱物（XRD分析，EPMA分析からI/S混合層と認定）の
結晶構造及びその破砕状況を観察した。

・SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状の粘土鉱物の自形結晶を確認した。
・この粘土鉱物の自形結晶に破砕は認められない。

×1000

SEM観察（S-2・S-6）

下拡大範囲

下拡大範囲

条線

15.45 15.60 15.70
（m）

15.9015.50 15.80（深度）

破砕部

位置図

E-8.33 ”

：試料採取位置

第597回審査会合資料2-2
P.4-74一部修正

5.3-5-13



SEM観察（S-4）

×400

条線

×5000

×30000

下拡大範囲

下拡大範囲

最新面写真(下盤側上面） 試料（F-9.3-4孔）

上 下

南西

北東

上 下

南西

試料採取箇所
北東

条線

・SEM観察により，条線が認められた最新面上における粘土鉱物（XRD分析，EPMA分析からI/S混合層と
認定）の結晶構造及びその破砕状況を確認した。

・SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状の粘土鉱物の自形結晶を確認した。
・この粘土鉱物の自形結晶に破砕は認められない。

上 下

ボーリングコア写真（F-9.3-4孔）

破砕部 主せん断面

66.25 66.30 66.40
（m）66.50（深度）

位置図

F-9.3-4

：試料採取位置

第597回審査会合資料2-2
P.5-56一部修正
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